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所
在
地
　
　
　
福
井
市
大
手

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
六
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
河
村
健
史

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

（武
家
屋
敷
地
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代
、
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
は
、　
一
九
九
六
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
付
近
の
連

続
立
体
交
差
事
業
、
お
よ
び
そ
の
側
道
の
改
良
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
今

回
報
告
す
る
木
簡
な
ど
が
出
土

し
た
地
点
は
、
九
七
年
度
調
査

地

（本
誌
第
二
〇
号
）
の
南
西

に
位
置
す
る
。
調
査
地
は
、
江

戸
時
代
は
福
井
城
の
東
方
に
あ

た
り
、
数
多
く
残
る
絵
図
類
に

よ
れ
ば
、
堀

・
北
人
分
門

・
武

家
屋
敷
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
地

割
の
変
化
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

堀
の
石
垣
、
砂
利
敷
舗
装
道
路
、
屋
敷
地
内
の
石
組
み
井
戸

。
上
水
道
施
設

（竹
管
な
ど
）
や
土
坑

・
園
地
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
が
、
全
体
的

に
遺
構
の
遺
存
状
態
は
悪
か
っ
た
。
遺
構
の
多
く
は
主
に
江
戸
時
代
後
半
と
考

え
ら
れ
る
が
、
石
組
み
井
戸
の
よ
う
に

一
七
世
紀
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
今
回

検
出
さ
れ
た
屋
敷
地
は
門
跡
よ
り
低
い
場
所
に
位
置
す
る
た
め
、
近
代
に
入
っ

て
か
ら
、
大
量
の
近
代
の
遺
物
と
と
も
に
全
面
に
厚
く
盛
土
が
な
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
盛
土
内
よ
り

「武
田
耕
雲
斎
之
死
塚
」
な
ど
と
墨
書
さ
れ
た
小
石
が

出
土
し
て
い
る
。

木
簡
は
石
組
み
井
戸
九
〇
七
、
塀
と
直
交
す
る
濤
九
〇
六
、
堀
及
び
整
地
上

中
か
ら
出
土
し
た
。
そ
の
他
、
肥
前
産
の
食
器
類
や
越
前
産
の
調
理

・
貯
蔵
具

な
ど
生
活
に
関
す
る
焼
物
類
や
、
暖
房
器
具
の
行
火
で
あ
る
バ
ン
ド
コ
な
ど
の

石
製
品
、
漆
塗
り
椀
や
下
駄

・
箸
な
ど
の
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
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①
は
石
組
み
井
戸
廃
絶
時
の
埋
戻
し
土
内
か
ら
、　
一
七
世
紀
後
半
の
陶
磁
器

と
と
も
に
出
土
し
た
。
②
は
共
伴
遺
物
か
ら

一
九
世
紀
と
考
え
ら
れ
る
。
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「武田耕雲斎之死塚」石 (縦6 8cm、 横6 2cm)



と
も
何
ら
か
の
記
号
か
と
考
え
ら
れ
る
。
０
は
堀
の
堆
積
土
内
よ
り
出
上
し
て

い
る
。
共
伴
遺
物
は
幕
末
―
明
治
期
の
も
の
で
あ
る
。
ω
ｌ
⑥
お
よ
び

「武
田

耕
雲
斎
之
死
塚
」
石
は
、
先
述
の
と
お
り
、
明
治
期
の
整
地
土
内
に
混
じ
り
込

ん
だ
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。
い
①
は
公
園
の
境
界
杭
で
あ
る
。

一

な
お
釈
文
は
、
福
井
県
立
博
物
館
笠
松
雅
弘
氏
、
山
形
裕
之
氏
の
ご
教
示
を

得
た
。
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